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浜通り１回目 ₂₀₁₈年９月₁₄日（金）₁₈：₀₀～₂₁：₀₀ いわき市産業創造館（LATOV ６階） 木島・佐藤
２回目 ₂₀₁₈年₁₁月₁₇日（土）９：₀₀～₁₂：₀₀ いわき市産業創造館（LATOV ６階） 木島・佐藤
３回目 ₂₀₁₉年１月₁₉日（土）₁₃：₀₀～₁₇：₀₀ いわき市産業創造館（LATOV ６階） 木島・佐藤
中通り１回目 ₂₀₁₈年９月₁₅日（土）₁₃：₀₀～₁₇：₀₀ 福島県立医科大学８号館Ｓ₄₀₈ 加藤・吾妻・渡邉
２回目 ₂₀₁₈年₁₀月₂₀日（土）₁₃：₃₀～₁₆：₃₀ ミューカルがくと館（郡山市） 加藤・吾妻・渡邉
３回目 ₂₀₁₈年₁₂月₁₅日（土）₁₃：₀₀～₁₇：₀₀ 福島県立医科大学８号館Ｓ₄₀₈ 加藤・吾妻・渡邉
４回目 ₂₀₁₉年２月₁₆日（土）₁₃：₃₀～₁₆：₃₀ ミューカルがくと館（郡山市） 加藤・吾妻・渡邉
会津地方
１回目 ₂₀₁₈年９月８日（土）₁₃：₀₀～₁₆：₀₀ 福島県立医科大学会津医療センター 児島・明間・早川
２回目 ₂₀₁₈年₁₀月₂₀日（土）₁₃：₀₀～₁₆：₀₀ 飯塚病院（喜多方市） 児島・明間
３回目 ₂₀₁₈年₁₂月１日（土）₁₃：₀₀～₁₆：₀₀ 福島県立医科大学会津医療センター 児島・早川
表２　2018年度精神科訪問看護相談会開催日
１回目 ２回目 ３回目 ４回目 合　計
浜 通 り ３ １ １
₁₄中 通 り ０ ４ １ ３
会津地方 １ ０ ０
学　術　活　動　43
実施している「参加者のケースへのかかわり方の変化」
は，現在継続中である．
４．精神科訪問看護コンサルテーション事業に対する
ニーズの把握
　「精神科訪問看護相談会」の参加者が少なかったこと
を踏まえ，精神科訪問看護コンサルテーション事業に対
する県内の訪問看護ステーションのニーズの把握を行っ
た．同時に介護保険利用者や医療依存度の高い身体的ケ
アを要する在宅療養者を対象とした訪問看護（精神科訪
問看護指示書による訪問以外）で，精神疾患の既往があ
る利用者や身体疾患のために精神の問題をかかえた利用
者への訪問看護の現状と課題について把握を行った．
Ⅲ　精神科訪問看護コンサルテーション事業
の評価と今後の方向性
　₂₀₁₈年度の活動の振り返りを行い，₂₀₁₉年度の活動の
方向性を検討した．
　「精神科訪問看護相談会」で相談された内容やアン
ケートの結果から，参加者は精神科勤務経験や訪問看護
の経験はありながらも，精神障害者とその家族の理解や
ケアについてサポートを必要としていた．参加者は悩ん
でいるケースを語り，コンサルタントと共にアセスメン
トをするプロセスで，自分でケアの方向性を見出すこと
ができていた．そして，参加者は「ケースを語る」こと
が就労意欲の向上や精神科訪問看護の質の向上にもつな
がるのではないかと実感しており２），「精神科訪問看護
相談会」の継続の必要性が確認できた．
　精神科訪問看護コンサルテーション事業に対するニー
ズの把握では，精神科訪問看護や精神の問題をかかえた
利用者へのケアを行っている訪問看護師は困難を感じる
場面は多いが，自施設でのカンファランスや医療機関の
関係者に相談し解決していることが多かった．精神症状
が残存し地域生活に支障をきたすような精神障害者への
訪問は，精神科に特化した訪問看護ステーションや精神
科病院の訪問看護室で行っていることも多いため，精神
科病院にも「精神科訪問看護相談会」の開催通知を送る
ことにした．
　精神科訪問看護相談会への参加が難しい理由として，
日程や業務調整が大変だったり，開催場所に行くのが大
変だったりするという理由が多く挙げられた．そのため
₂₀₁₉年度の精神科訪問看護相談会は，県が開催するフォ
ローアップ研修会や福島県訪問看護連絡協議会の会合等
にも合わせ，各地区５回程度に増やした．相談者が利用
しやすいように新たな開催場所の開拓や，開催時間を平
日の夕方に変更してみるなど，方法を模索することにし
た．そして，開催日が決まっており，タイムリーに相談
ができないことも利用のしにくさに関係していると考え
られた．そのため一度相談会で検討したケースに関して
は，その後も電話などで相談ができるようにした．
　また，通常の訪問看護で精神的な問題をかかえている
利用者の訪問を行っている訪問看護師にとっては，「精
神科訪問看護相談会」という名称が参加しにくいと感じ
たり，こんなことを相談してよいのだろうかと躊躇して
しまったりするなどの意見があった．そこで，参加者が
相談内容を些細なことと捉え参加を躊躇することがない
ように，開催通知には今まで相談があった内容を具体的
に記載して広報することにした．
おわりに
　本事業は開始から２年目であり，参加者が少ない状況
である．「精神科訪問看護相談会」に参加した訪問看護
師は次回も活用してみたいという意見が多く，実際に複
数回参加する訪問看護師もおり，コンサルテーションを
体験した訪問看護師はその効果を感じていると考える．
そのため参加しやすい会の設定が課題である．
　また，地域で生活する精神障害者はさまざまさ課題を
かかえているため，コンサルタントは広い視野でケース
を捉える能力が必要となってくる．コンサルタントは相
談会で提示される様々なケースを参加者と一緒に考える
ことで，コンサルテーション能力を高めることにつなが
り，精神障害者の地域生活の支援に寄与すると考える．
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